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⑷　県の役割等

　現在、国においては、介護保険施設の基本的な在り方についての検討が進められており、必

要な措置や、地域における体制整備の支援を行うこととしていることから、県は、国における

議論や動向を注視し、関係機関に対しては、迅速かつ的確な情報提供を行うこととします。

　なお、平成20年度に取り組む第４期介護保険事業（支援）計画の策定過程においては、療養

病床の転換見通しについて、当該時点において把握される最新の状況に応じて、必要な見直し

を加えることとします。

３　療養病床の転換見込み

平成24年度末時点における療養病床の転換見込み

◇介護老人保健施設

 1,984床

□一般病床

 202床

○医療療養病床（回復期リハ含む）

 3,042床

●廃止

 30床

（注１） Ｈ25年３月31日時点の見込み数については、群馬県地域ケア体制整備構想における療養病床転換推進計

        画を基に作成

（注２） 「回復期リハ」は、回復期リハビリテーション病棟入院料を算定する病床

＜Ｈ19年４月１日現在＞ ＜Ｈ25年３月31日時点＞

○療養病床（回復期リハ含む）

  5,258床

（内訳）

医療療養病床  3,978床

（うち回復期リハ　541床）

介護療養病床      1,280床

（内訳）

回復期リハ除く    2,312床

回復期リハ         730床
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